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　著者 ら は 第 1編 に て，乳 児 湿 疹 の 湿 疹出現 部位 の 広 が りは，ア レ ル ギ
ー

の 強 さをみ る よ い 臨床的 指標

で あ る と 同 時 に ，乳 児 期 に お け る ア レ ル ギーの 強 さ は卵白特異 IgE 抗体 と強 く相関 し て い る こ と を 示 唆

した。

　そ こ で 今 回 は，卵 白抗原 に 対 し強 い 反応 （卵 白 RAST ス コ ア ー 4 ＋ ）を も つ 乳児32名 を 対象 と して ，

そ の 臨床 的特徴を検討 し た．

　結果 は 以 下 に述べ る とお りで あ っ た．

　（1）卵白 RAST 　4＋ 児 は 全例全 身湿疹群 で あ り ， 血清総 IgE 値 は 445．6± 626．91U／ml と 高値 を 示 し

た ．

　（2）多抗原陽性例 が 多 く，特 に 米 ・
小麦抗原 に つ い て は，卵 白 1 ＋〜 2 ＋ 児 と比較 し て 有意 に 高率 で

あ っ た （米 ：ρ〈 0．02，小麦 ：ρ＜ 0．01）．

　（3）卵 ・牛乳 完全除 圭群 の 身長発育曲線 を健康乳児 と比較す る と，身長 ・頭 囲 は 正 常域 で あ る の に対

し ， 体重 ・カ ウ プ 指 数 は 正 常範囲内 に あ る も の の ，や や 低 い 傾 向 に あ っ た．

　（4）ア レ ル ギ
ー

の 家族 歴 で は，母 親 の ア トピー性皮膚炎の 既 往が 高率 に 認 め ら れ た ．
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は じめ に

　狭義 の 食物 ア レ ル ギ
ー

（food　allergy ）は，食物抗原

（effender ） に 対 す る 生 体 の 不 利益な 反応 （adverse

reaction ）と解釈 され て お り， 食物 過敏症（food　hyper−

sensitivity ）もそ の 同義語 で あ る．こ の food　hypersen・

sitivity と ア ト ピ ー性皮膚炎 との 関係を め ぐ っ て は ，近

年主 に 皮膚科医 と 小児科医 と の 間 で 意見 を 異 に して い

る
且｝．

　しか し著者 らは 第 1編 に て 乳児湿疹 を 湿疹出現部位

の 広が り方 に よ っ て A 群か ら E 群 ま で の 5 群 に 分類
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Abbreviations；　D．f．　DermotoPhagoides　ノ岔ガ紹 ε；

ELISA 　enzyme 　linked　immunosorbent　assay ； H ．

D ．house　dust； PRIST 　paper 　 radioimmunQsor −

bent　test；　 RAST 　 radioallergosorbent 　test ；

RIST 　 radioimmunosorbent 　test

し，各群 の IgE ・RIST ，　 IgE ・RAST ，　 IgG4抗体価 を

検討 した と こ ろ，湿疹が 全身 に 広 が っ た り重症化する

に した が っ て 食物抗原陽性例 は増加する こ とを報告 し

た ．ま た ，全身湿疹群 に お け る 特異 IgE 抗体陽性率は ，

卵 白
・牛乳 ・大豆 に て 各 ・t62 ．7％ ・ 16．2％ ・11．8％ と

卵白に 対 し て 最 も高率で あ っ た こ とか ら，湿疹出現部

位 の チ ェ ッ ク は ア レ ル ギ ー
の 強 さ を み る よ い 臨床的指

標で あ る と同時に ，乳児期に お け る ア レ ル ギ ー
の 強 さ

は 卵 白特 異 lgE 抗体 と強 く相 関 し て い る こ と を示唆

し た ．

　食物 ア レ ル ギ ー自身 ， 1型 の 反応の み で 説明す る こ

と は 不 可能 で あ り，III・IV型の関与
2｝や新 しい 免疫反応

パ タ
ー

ン
S〕
も含 ま れ て くる 可 能性 が強 い と 思わ れ る

が，現実に 湿疹 が 重症化する に つ れ て 特異 IgE 抗体陽

性率 が 増加 し て い る とい う事実 も受け と め る 必要 が あ

る と 思わ れ る．

　そ こ で 今回著者 らは，食物抗原 の 中 で 最も重要な役

割を して い る と考 えられ る卵 k 抗原 に 対 し て 強い 反応

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

1400 乳児湿疹 に お ける IgE ・IgG4抗体 の 検討

を有 し て い る児を対象と し て，その 特徴 ・意義 を調 べ

る 目的 で，臨床瘴状 。検査所見 ・家族歴 ・食物制限に

よ る 発育状 態 に つ い て 検討 を加 えた．

対象お よ び方法

　 L 対象

　 乳児期 に 出現 し た 非感染性 の 乾燥性湿疹を 主 訴 に 東

邦大学医学部第二 小児科 ア レ ル ギ
ー
外来を受診 し検査

に て卵 白特異 lgE 抗体価 が強陽性 （RAST に て 17．5

PRU 左hl以上 の RAST ス コ ア
ー4 ＋児）で あ っ た 児

42名 （生後 3 ヵ 月 か ら 7歳 で 11．5± 7．3ヵ 月 （mean ±

S．D ．））中 の 乳 児32名を対象と した ．な お乳児32名の 年

齢 は 3 ヵ 月か ら 11ヵ 月 で 平均 6，2± 2．1ヵ 月，男児22

名 ・女児 10名 で あ っ た ．

　 ま た対照 と し て 」 同様 に 乳児期 に 出現 した 非 感染性

の 乾燥性湿疹を 主訴 と し て 同 ア レ ル ギ ー
外来を受診 し

た 乳児（年齢は 4 ヵ 月 か ら11ヵ 月 で 平均 6，7±2．3ヵ 月，

男児18名 ・女児13名）で，卵白特ft　lgE 抗体が疑 陽性

〜陽性
’
（RAST に て G．35〜3．5PRU ／ml ）で あ っ た 31名

を 選 ん だ ．

　 2．方法

　 a ，湿疹出現部位 の チ ェ ッ ク

　 診察後湿疹部位 を詳細 に 記載 し ， 以 下 に 示す ご と く

湿疹群を B 〜E 群ま で の 4 群に ，ま た 非湿疹群 を A 群

と した ．

　 A 群 ：非湿疹群

　 B 群 ：頭部 ・顔面 ・胸腹部 に 湿疹が限局 して い る群

　 C群 ： B 群 に 出現 して い る 部位 に 加 え て 下半身 に ま

　　　　 で 湿疹 が広が っ て い る群

　 D群 ：C 群 に 出現 して い る 部位 に 加 え て手足 の 関節

　　　　 屈曲部 に 湿 疹 を 認 め た り耳 の 下 が 切 れ る 群

　 E群 ：D 群 に 出現 して い る 部位 に 加 え て 眼険部 湿疹

　　　　 を伴 う群

　 b．検査測定 方法

　血清総 IgE 値に つ い て は，通常の RIST 法 に て 測定

した が
，
血 清総 IgE 値 の 測定限界で ある 101U／m1 以下

の 検体 に つ い て は ，enzyme 　immunoassay （EIA ） で

ある phadezym 　lgE ・paper　RIST （PRIST ）
4）に て 0．5

1U／ml ま で 測定 した ．また 特異 IgE 抗体 に っ い て は ，

RAST 法 に て house　dusti（HD ，1），　DermatoPhagoides

farinae（D．f．），　 egg 　white ，　milk ，
　soybean ，　rice，　wheat

の 7項 目を 必須 と し た．さ ら に 特異 IgG4抗体 は，三菱

・
’
と

’゚

Group 　 A

Group　 B

．Group　 D

Gro 凵P　C

Gro 叩 E

Group．A ：No 　eczema ．・

Group　B：Eczemp　was 　localized　in　th『．　scalp ，　face

　 　 　 　 and 　trunk．

Group　C ：Eczema 辷ous 　 lesion　 is　 extended 　 to　 the

　　　　 lower　extremltles 　in　addi 妻ign　to　group　B

　 　 　 　 involvement，
Group　D ； Eczematous　 lesion　 is　 extended 　 to　 the

　　　　 articular 　region 　in　addition 　to　group 　C
　 　 　 　 involvement ．
Group 　E ： Eczematous 　 lesion　is　 extended 　to　the

　　　　 orbita 正　region 　in　addition 　to　group 　P
　 　 　 　 involvement．
F 三g．1．　Group　classi自cation 　by　sites　of　eczema ，

油化株式 会社 の 協力 を得て enzyme 　 linked　 immuno −

sorbent 　assay （ELISA ）法5）
に て egg 　white ，　 milk ，

．

soybean の 3項 目を測定 し た．

　 c．皮膚 テ ス ト

　卵白特異 IgE・RAST 　4＋ 群 （以下卵 白 4 ＋ 群）15名

と，卵 白特異 IgE ・RAST 　1＋ 〜2＋ 群 （以下 ilN臼 1＋

〜2十群）18名に対 し て ， 鳥居薬品製の 全卵 ア レ ル ゲ γ

エキ ス を用 い て ス ク ラ ッ チ テ ス ト を実施 し た ．な お判

定 は ス ダラ ッ チ テ ス ト施行後15分 と し，対照 の 生理 食

塩水 と比 較 し て 2倍 以上 の 膨疹 を示 した もの を陽性 と

した ．
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　d．身体発 育 チ ェ ッ ク

　卵 白 4 ＋児及 び 卵白 1 十
〜2 ＋児の 中で ， 1歳ま で

卵・牛乳及び そ れ らの 製 品を完全 除去 し た 男児 22名（母

乳 の 場 合 は 母親 が制 限，人 工 乳の 場 合 は 加 水 分解乳）

に つ い て ，体重 ・身長 ・頭囲 ・カ ウ プ指数 （gr／cm2 ）

を厚生 省 の 昭和 55年度統計 （健常 児） と比較 し た。

　e ．家族歴

　初診時詳細 な家族 歴 の 間診を し て 両親 の ア ト ピ ー
性

疾患 の 有無を中心 に ，卵 白 4 ＋ 児と 1 ＋〜 2 ＋児と を

比 較 し た．

　 f．統 計的処理

　t 検定 （Student　t−test）及び x2 検定 に て 統計処理 し

た．

結　果

　1．卵白 4 ＋ 児 42名 の 内 訳 （Fig．2）

　 ア レ ル ギ ー外来 を 受診 し卵 白 4 ÷ で あ っ た 42名 の う

ち32名 （76．2％）は 1歳以下 の 乳児 で 占め られ て い た ．

ま た 1歳以 上 特 に L5 歳を 越え て 来院す る 児 は 全 例 病

院 を 転院し て きて い た ，さ ら に ，乳児32名の 血 清総 IgE

値 は 445，6± 626．91U／ml に 対 し て 42名 全 体 で は

868．6± 2322．21U／ml と， 1歳以降 の 血 清総 lgE値 は

1歳以下 と 比較 して よ り高値 を 示 した ．

　 2．、卵 白 4 ＋ 乳 児 の 湿疹 グ ル
ープ の 内訳 と IgE抗体

値 （Fig，3）

〔No ．〉
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Fig，3．　 Distribu正ion　 of 　 egg 　 white
・RAST 　4十 infants　by　eczema 　group　 in

infants　ahd 　IgE．　The 　breakdown 　of 　32　egg 　white 　RAST 　4十 infants　was 　as 　6　in

group 　C，10　in　group 　D ， 16　in　group 　E （black　 c｛rcles），　the　 cases 　have 　been

concentrated 　on 　

’
the　generalized 　eczema 　group ，

　and 　IgE　were 　also 　remarkabiy

high　as 　445 ．6± 626．91U／m1 （mean ± SD ．）．
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Fig．4．　 Comparison　 between　egg 　 white ・RAST 　 l十 〜2十　（A ） and 　 4十　（B ）

infants　 in　IgE，　 eosinophil 　 and 　IgA ．　 Both 　IgE　and 　eosinophil （％） showed

significantly 　high　values 　in　B　group ，　but　no 　significant 　difference　was 　observed

regarding 　IgA，　and 　the　mean 　was 　slightly 　high　rather 　in　B　group ．

　 Fig，3 は 第 1編 に て 検 討 した 湿疹 出現部位 別 血 清

総 IgE 値 （5 ヵ月か ら 7 ヵ 月 の 乳児191名を対象）で ，

黒ぬ きが今回検討 し た 卵 白 4 ＋ 乳児 32名 で あ る．卵 白

4 十児32名 の グ ル ープ 別内訳 は ，C 群 6 名。D 群10名・

E 群16名 と全身に 湿疹 を認 め る C 群以下 に 集中 し， 前

述し た 血清総 IgE 値 も高値を 示 し た ．特 に 眼瞼部湿疹

を伴 う E 群 が 最 も多 か っ た．

　 3．ス ク ラ ッ チ テ ス トの 比 較

　卵 白 4 ＋ 乳 児15名中10名 が陽 性で あ っ た の に 対 し

て
， 卵 白 1 ＋ 〜2 ＋ 乳児 18名 で は 8 名 と ス ク ラ ッ チ テ

ス ト陽性率は卵白 1 ＋〜2 ＋児で や や 低率で あ っ た が

有意な差は 認め られ な か っ た ．

　4．卵白 4 十児の 血清総 lgE，　IgA，好酸球（％）（Fig．

4）一卵白 1 ＋
〜2 ＋ 児 と の 比較一

　血清総 IgE 値 は ，卵 自4 ＋ 児が445．6± 626．91U／m1

に 対 し て 卵白 1 ＋ 〜2 十児32．6± 38．71U／ml ，好酸球

（％）は 前者が6，8± 4．3％，後者が 3．6±2．1％と い ずれ

も p 〈 0． 01の 有意差で卵 白 4 ＋ 児 が 高値を示 し た．一

方血 清総 lgA 値 に つ い て は ，前者 が35．8± 15．8mg ／

d1，後者 が 31．O± 12．8mg ／dlと有意差を認 め な か っ た，

　 5．卵白以外 の RAST 陽 性 数 （Table　1）

　 HD ．，　D．f．，　 milk
，
　soybean の 4種 類 に 対す る両群 の

陽 性数を比較 し た とこ ろ ， 卵 白 4 ＋ 児 で は 2．O± 1．3個
に 対し て

， 卵白 1 十 〜2 十 児0．3± 0 ．6個 と有意 に 卵白

抗原以外 の RAST 陽性数は 卵白 4 ＋ 児群 で多か っ た ．

Table　l　Number 　of 　RAST 　positivities

　　　　　 except 　egg 　white

Egg 　white ・RASTEgg 　wh 三te・RAST
1十 〜2十 4十

0 24 4
の

 鹽一ρ鹽一
曇。

1 5 10
ω．謡
a葦
臼 ◎の

の b42

2 5

く  

山 9

　 α 3 0 8
陶目　 
o り

」×

Φ 　ω

黷

日
4 0 5

5
寓 Mean

十S．D 0．3士 0，6 2．0±L3

　 　 　 　 　 　 　 　 n ＝：31　　　　　　　　 n＝32

　　　　　　　　　 L
ρ＜ 0．001− 一」

　The 　numbers 　of 　pos 董tivities　of 　4　kinds 　of 　H ，D ．，　mite ，
milk 　 and 　soybean 　except 　 egg 　 white 　were 　2，0±L3 　in
egg 　 white ・RAST 　4十 group 　while 　the　number 　in　 egg

white
。RAST 　1十 〜2十 group 　were 　O．3±G．6 （p く O．OOI）．

　6．卵 白 4 十 児 の 殼物 ・RAST ス コ ア
ー

（Fig．5）
一
卵 白 1 ＋ 〜2 ＋ 児 と の 比較

一

　米 ・小麦 に つ い て 陽性率を比較 し た と こ ろ小麦 に つ

い て は Fig．5 に 示 した と お り，卵 白 4 ＋ 児32名 中 9名

（28 ．1％）が 小麦 に 対す る RAST が 陽 性 な の に 対 し て ，

卵 白 1 十 〜2 十 児 で は 1例 の 疑陽性 を除 い て 全例 が 陰
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　Fig，5、　 Wheat ・RAST 　score 　ln　egg 　white ・RAST

4十 infants．（comparison 　with 　egg 　white
・RAST 　l十

〜2十 infants）9infants　out 　of 　32　in　the　egg 　white
・

RAST 　4十 gro 叩 were 　positive　to　wheat 　while 　30

cases 　 in　 the　 egg 　 white ・RAST 　1十 〜2十　group

except 　l　 case 　were 　negative 　to　wheat ．
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　Fig，6．　 Body　growth 　curves 　in　group 　with 　com
−

plete　elimination 　of　egg 　and 　milk ．　The 　same 　curves

as　those　of 　healthy　infants　were 　depicted　regarding

height　 and 　head　circumference ，　but　the　curve 　 of

body 　weight 　showed 　a　trend 　of　being　a　little　low

though 　they 　were 　within 　the　normal 　range ．（The

range 　blacked　out 　is　mean 士 1．OS．D ．）
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　Fig．7，　 Kaup 　index　in　group 　with 　complete 　elim ・

ination　 of 　 egg 　 and 　 milk ．　 Compared　 with 　 Kaup

index　 in　 healthy　group ，　 the　 index　 in　 elimination

group 　showed 　a 　trend 　of　 being　low　generally，

though 　they　were 　within 　the　normal 　range ．（The

portion 　 of　 openwork 　 pattern　 is　 mean ± 1．0σ in

elimination 　group ，　and 　the　portion　of　white 　frame 　is

mean ± 1．0σ in　healthy　group ．）

性 で あ っ た （p 〈 0．01）。

　同様 に 米 に つ い て も卵白 4 ＋ 児32名 中 7名（21．9％）

が 陽 性 に 対 し て，卵白 1 ＋
〜2 ＋ 児 で は 全例 陰性 で

あ っ た （p〈 0，02）．しか し米 と小麦 を比較す る と 小麦

の 方 が 米 よ り高 い 傾向 に あ っ た ．

　7．卵 ・牛乳除去群 に お け る身体発育 曲線 （F孟g．6，

7）

　 1歳ま で卵 ・牛乳及 び そ の 製 品 を 完全 に 除去 した 児

22名 の
， 身長

・体重 ・頭囲 ・カ ウ プ指 数に つ い て検討

した ．Fig．6 の 黒 くぬ りつ ぶ し た範囲 は mean ± 1．OS．

D ．を示 し て い る が，身長 ・頭囲 に 関 して は ほ ぼ25パ ー

セ γ タ イ ル か ら 75パ ー
セ ン タ イ ル を推i移 して い るの に

対 し て，体重 に 関 して は 正常範囲内 を推移 して い る も

の の ，身長
・頭囲 に くらべ る とや や 低 い 傾向 に あ っ た ．

同様に カ ウ プ指数 （gr／cmZ ） に つ い て も，若干 低 目 の

傾向 に あ っ た （Fig，7），

　 8．卵 白 4 ＋児の 家族 歴 （Table　2）

　気管支喘息 ・
ア レ ル ギ

ー
性鼻炎 ・

ア トピ ー性皮牌炎

の 3大 ア ト ピー
性疾患 に つ い て 3 等親 ま で チ ェ ッ ク し
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Table 　2　Family 　histories　of　egg 　white ・RAST

　　　　　 　　positive　infants

Mothers’past　history　of 　atopic 　dermati仁is

Yes No

4 十 2  12
翕

融
蜑
毳

臼

自自

1十
　〜

2十

7 24

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 カ＜ 0．01

　Regarding　to　the　past　history　of 　atepic 　dermatitis　in

their　mothers ，　it　was 　significantly 　large　in　number 　in　the

mothers 　of 　egg 　white ・RAST 　4十 infants，

た と こ ろ，卵白 4 ＋児 ・卵 白 1＋
〜2 十 児 の 両群 とも

90％近 くの 家族歴を有 し て い た．

　そ こ で 両親 に 限定 し て 両群 を比較 した とこ ろ，気管

支喘息 ・ア レ ル ギ
ー

性鼻炎に つ い て は有意差 を 認 め な

か っ た が，母親 の ア ト ピ ー
性皮膚炎 の 既往歴 に つ い て

は
， Table　2 に 示 す ご と くp 〈 O．01の 有意差 で ，卵白

4 十 児 の 母親 に ア ト ピー
性皮膚炎 の 既往が多か っ た．

また有意差 は 示 さ な か っ た もの の ，母親の 蕁麻疹 の 既

往 も卵 白 4 ＋ 児 の 方 が 多 か っ た ．

考　案

　食物ア レ ル ギ ーを発症さ せ る条件 は 主に 2 つ に 分 け

られ る と考 え られ る．

　 その 2 つ とは ，

　  ア レ ル ゲ ソ の 免疫活性

　  宿主側の 条件

で ，ア レ ル ゲ ン とな り得 る 条件 として は，a ．蛋白 で あ

る こ と，b．腸 粘膜 を 通過 す る ち ょ う ど よ い 分子 量

（15000dalton〜75000dalton）で あ る こ と，c。ア レ ル ゲ

ン と して 免疫活性が強い こ と，d．耐熱 ・耐酸性 で あ る

こ とな どが あげ られ ， 実際 に 食物 ア レ ル f ン と し て 注

目 さ れ て い る卵 白 ・牛乳 ・大豆 ・ ピ ー
ナ ッ ツ ・小麦な

どは それ らを溝足 し て い る とい われ て い る
6）．

　さ ら に   だ け で は 食物 ア レ ル ギ ーと して 発症し な い

こ とが 多 く，   の 宿 主側 の 条件 が 大切 に な っ て くる．

乳児 に 食物 ア レ ル ギ
ーが 多 い と い わ れ る 理 由は 主 に  

の deffenceが 弱 い 点 に あ る．具 体 的 に は ，1．6 ヵ 月 以

下 の 乳児 の 腸粘膜透過性 は高 い た め ，生体が 抗原 と接

触する機会が多い ，2．消化酵素 （特 に 蛋 白分解酵素）

が 未熟 の た め 蛋 自が 分解 しぎれな い うち に 吸収 され る

こ と があ る，3．胃液 の pH が 成人 と比較 し て 高 い た

め に 分解 され に くい 蛋 白が存在す る，4．食物抗 原 浸

入 を protectす る 役 割 を 有 し て い る 分泌 型 lgA 抗体

が 生理的 に少な い な どで ，Fig．2 に 示 し た 卵 白 4 ＋ 児

の 年齢 分布 で も42名中 32名 （76．2％）が 1 歳以下 の 乳

児で 占め られ て い た 点も こ れ ら の 理 由 と一
致す る．

　 また 第 1編 に て 検討 し た 乳児 191名 の 湿疹出現部 位

（Fig．1）別内訳を み る と，　 c 群 6 名 ・D 群 10名 ・E 群

16名 と 全身 に湿疹を認 め る 群 に 集中 し て お り，ア ト

ピ ー
性皮膚炎の 好発部位 で ある肘窩 ・膝窩な どの 関節

屈曲部 に は び まん 性紅斑 ・紅色丘疹が ほ と ん どの 症例

に 認め られ た．そ し て 特徴的 な所見 は
， 32例全例 が ベ

ッ

トに 寝 か せ る と自然 と手 が 皮膚 に い く動作を して い た

こ とで あ っ た ． こ れ らの こ と か ら児 の 湿疹 は ア ト ピ
ー

性皮 膚炎 の 定 義そ の もの に 問題が ある もの の ，ア ト

ピ ー
性皮膚炎 の 乳児期型 と 診断 し て よ い と思われ る．

血 清総 lgE値 が 445．6± 626，91U／ml と高値 を 認め た

こ と もそ の 補助診断に な り得 る と考 え られ た ．

　Fig：4 は 血清総 IgE値 ，

．
血 清 lgA 値お よ び 好 酸球

（％）に 関 し て ，卵 白4 十 群 と 卵 白 1 十 〜2 十 群 の 両 群

を 比較 し た もの で
，

血 清総 lgE 値お よ び好酸球 （％）

は 有意に 卵白 4 ＋群で高値を示 した （p＜ O．001）．し か

し そ の
一

方血 清 IgA 値 に つ い て は ，卵 白 4 十群35．8±

15．8mg ／dl，卵白 1 十 一・　2 十群31．0± 12．8mg ／d1と有

意差 を認 め な か っ た ．

　
一般的 に 食物 ア レ ル ギ ー

を有す る児 の 血 清 lgA 値

は 同 じ年 齢 の 健常 児 と 比較 して 低値 を と る
7 ）S ）こ と は

知 られ て い る が，lgA の よ うな体液性免疫 の 産生 に は ，

immunoregulatory　T 細胞 の 存在 は 大 き く
9 ｝，今後 T

細胞機能 の 年齢的 変化 に つ い て は 検討 し て い く必要 が

ある と思われ た ．

　ま た 卵 白特異 IgG、抗体価 に つ い て は，卵 白 4 ＋ 群 32

名 お よ び卵 白 1 ＋ 〜2 ＋ 群 31名 の 計 63名 全例 が陰性

（25U／m1 未満 ）で あ っ た．著者 ら は 前編 に て 乳児湿疹

134名 の 特異　lgG、抗体価を検討 し た が
， 陽性 は 卵 白 0

名，牛乳18名 （13．4％），大 豆 2名 （1．5％）と ほ とん

どが牛乳 に 対 し て で あ り， 食物摂取 が 特 異 IgG 、抗体価

に 大ぎく影響し て い る こ と を示唆 した ，

　今回 も同様 に 63名全例卵 白 の 摂取歴 が ない た め
，

こ

の よ うな 結果 に な っ た と考 え られ る 、

　さ ら に ，Table 　1 で は 卵 白抗原以外 の 4 抗 原（H ．D ．，

D．f．，　 milk ，　 soybean ）に対す る RAST 陽性数を ，
　 Fig．
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5 で は 小麦に 対す る RAST ス コ ア
ー

を両 群 で 比 較 し

た も の を示 し た ．卵白以外 の 4 抗原 の 陽性 数 は 2．G±

1．3個 で ，卵 白 1 ＋
〜 2 ＋ 児 の 0．3± 0．6個 と比較 し て 有

意 （p く 0．001）に 多 く，米 ・小麦の RAST 　score も同

様 〔米 ：p ＜ O，02， 小麦 p 〈 O．Ol）に 卵 白 4 ＋ 児 で 陽性

率が高か っ た ．前回著者 らが，乳児期 に お け る米 ・小

麦食物ア レ ル ギー陽性者の 臨床的意義 を 「湿疹 の 重症

度 に 大 き く関与 し て い る と 同時に ，卵・牛乳な どの ini・

tiatorに 最初か ら か ら ん で く る重症化因子」と し た が
，

今 回 も同 様 な 結果 と思 われ る．

　次 に 食物制限が乳児の 発育に 及 ぼす影響を 検討 し

た ，Fig．6，7 は 卵 。牛乳を 1歳 まで 完全 に 制限 し た男

児22名 の 身長 ・体重 ・頭 囲 （Fig，6）・カ ウ プ 指数 （Fig．

7）を厚生省昭和55年度統計 （健常児）と比較 した もの

で ある が
， 身長 ・頭囲 に 関 して は ほ ぼ 健常 児 と 同様 の

カ
ープ を推移 し た が，体重・カ ウ プ 指数は や や 低 目（正

常範囲内に は あ っ た が）を推移 した ．

　食物制限 に 対す る論文 は 非常 に 多 く認め ら れ る が，

意 外 と そ の 影 響 に つ い て 検 討 を 加 え た も の は 少 な

い
10｝，12，．今回 の 22名 は 全例厳格 な除去を お こ な っ た群

で あ り， そ の よ うな群 の 中 に は
一

部体重 に 影響 を及ぼ

す例もある と思われ る．し か し， 重症 の 湿疹を有する

乳児 や ア ト ピ
ー

性皮膚炎患児 の 中 に ，failure　to　thrive

が多 い こ と も知られ て お り
13）

， 今後食物制限を して い

な い 乳児 ア ト ピ
ー

性皮膚炎 と の 比較を お こ な う必要 が

あると考 え られ た ．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．

　 Table　2 は 母親 の ア ト ピー
性皮膚炎 の 既往歴 の 有無、

に よ っ て 両群 （卵 白 4 十群と 1 十〜
？十 群）．を＃teqし

た もの で ある が，卵白 4 ＋ 群 に お け る．母親の 既往歴嫡

有意に 高 く， 母親 の ア レ ル ギ ー
の 強さ は児 の ア トピ

ー

性疾患発症 に 大 きな影響を友ぽ セて い る こ ≧を示唆 p
た．しかし そ れ以外 の ア ト ピ ー

性疾患及 び 3 等親 ま で

の 比較 で は有意差は認め られな か っ た，

　近年食物 ア レ ル ギーとア ト ピー
性皮膚炎 と の 関係を

め ぐっ て ，小児科 医 と皮膚科医が意見を異 に し て い

る
1‘）15 ），特に こ の 数年 は

， 皮膚科 医 の 側 か らも食物 の 関

与を 示 唆す る 論文
16レ17）が 散見 さ れ る よ うに な っ た が

，

大部分は 食物と の 関係を切 り離 して 論 じて いる．
「

　 そ の 理 由は 下記 の よ うな点 で あ る．

　 1． 2 ・3 歳をす ぎ る と自然 に 症状が軽快 す る．

　 2．IgE を介す る 1型め ア レ ル ギ ー反応 だ け で は 説

明で ぎな い ．

　 3．食物を 負荷し て も ア ト ピ
ー
性皮膚炎 の 増悪が認

め られ な い 例が多 い ．

　 4．厳格な食物制 ee（一一一部 の 小児科 医 に よ っ て お こ な

わ れ て い る）に よ る発育障害や 精神的負担が 心 配さ れ

る．

　 実際 　2歳を す ぎる 頃 か ら症状の 軽快が み ら れ る こ

とや ， 1型の ア レ ル ギ
ー
反応の み で は ア ト ピ

ー
性皮膚

炎 を説明 で きな い こ と は事実 で あ る が，IgE を 介す る

1型 の 気管支喘息が 増加 し て い る こ と と食物 ア レ ル

ギ
ー

や ア ト ピ ー
性皮膚炎 の 増加 とが 全 く無関係 とは 考

え に くい 。

　 ア h ピ
ー
性疾患 の 移行，い わゆ る ア レ ル ギ

＿．マ
＿

チ は 湿疹 → 喘息 → 鼻炎 が 最 も典型的 で あ る IS）．以前著

者
19 ）は D ．f．値の 年齢的変動を検 討し，そ の ピー

ク が

5 ・6 歳と若年化 し て い る こ と を報告 し た ．

　 今回 の 検討 で，湿疹 の 重症度と食物 ア レ ル ギ ー合併

率 との 間 に 相関 性 を 認 め た が，食物 ア レ ル ギ ー
の 合併

が D ．f．，　H ．D．の よ うな吸 入 性抗原 の 感作 に も影響を 及

ぼ し て い る可 能 性 は 否定 で ぎな い ．

　 また 上原 ら
15）は ，卵 白 RAST 陽性者 に 食物負荷試験

を 実施 し，ア ト ピ
ー

性皮膚炎 の 症状 が増悪 した例が ほ

と ん どなか っ た と報告 した．しか し対象年齢が 2 歳か

ら成人 で ある こ と よ り，よ り低年齢 に お け る検討 も必

要 と思われ る．

　 しか し，食物制限 に よ る患児へ の 影響は 十 分に 考慮

して い く必要が ある．
一

部 小児科医側 で 厳格 な 食物 制

限 が お こ なわ れ て い る が
2°），著者ら は 乳児に 限定 し て

検 討 し て い る．そ の 目的 は 次 に くる ア ト ピ ー
性疾患を

’
矛 防す る こ とであ り，「早期発見（検査）・早期治療 （食

物抗原除去 ・ 環境整備）」 が ，食物 の 味を知 っ て か らの

厳格な食物制限やそれ に 伴 う精神的圧迫を 回 避する方

法 と考 え る．

　な お，本 文要 旨 は 第 27回 日本 小 児 ア レ ル ギ ー学会総会（国

立 小児病院 ア レ ル ギ ー科 ：1990．11）に て 発表 した．
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STUDY 　OF 獪E ・IgG4　ANTIBODIES　ON 　ECZEMA 】N 　INFANTS
II．　 Clinical　Characteristlcs　of　Infants　with 　Egg　White・RAST 　4＋

Akiyoshi　Sasamoto，　Seiichi　Saito，　Hiroyukl　Uchiyama，　Masaru　Kishida，　Hiroo　Tago　and 　N孟roku 　Koya
　　　　　　　　　　　　　　DePartmentOfPadiatrics，　Toho　Universi砂

Hironobu　Matumoto，　Tatsuro　Koshibu　and 　Y （）ji　likura
　DOPartment〔）fAUergy，ハla’iona’（涜澀 卿 苫伽 ρ吻 」

　　The 　author 　made 　an 　assessment 　in　his　first　report
，
　regarding 　relationship 　to　the　degree　of　skin 　invo韮vement ．

　　 As　a　result
，
　it　was 　suggested 　that　the　extent 　of 　eczema 　is　a　good　index　for　determining　the　severity 　of　the

a置lergy　and 　a1so 　that　the　severity 　of　the　allergy 　early 　in　the　infancy　has　a　gecKl　correlation 　with 　egg 　white ・sp   ific
IgE　antibody ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　 Therefore
，
　an 　assessment 　had　been　made 　this　time　regarding 　the　clinical　characteristics 　of　32　infants　who 　have

strong 　reactions （egg 　wh 孟te・RAST 　4十）to　egg 　white ，

　　 The 　results 　were 　as 　follows；
　　1） AII　the　infants　with 　egg 　white ・RAST 　4十 had　a　systemic 　

’
eczema ，　and 　their　IgE　antibodies 　showed 　high

values 　of　445．6土 626．91U／rn1，

　　2） There　 were 　 many 　 cases 　 with 　 positive　 multiple 　 allergens ．　 Particularly，　 all　 the　 infants　 with 　 egg

white ・RAST 　1十〜2十 were 　negative 　to　rice　and 　wheat ，　while 　7　cases 　posit三ve 　RAST 　score 　to　r孟  and 　9　cases　to
wheat 　were 　seen 　out 　of　the　32　who 　showed 　the　RAST 　4十 to　egg ・white 　early 　in　the　infancy（rice；p＜0．02　and 　wheat ；

P〈0．01）．
　　3） If　the　growth　curves 　of　the　group　from　which 　egg 　and 　milk 　were 　complete 藍y　eliminated　are　compared 　with

the　curves 　of　the　healthy　infants，　the　height　and 　head　c ｛rcumference 　were 　entirely 　in　the　norma 置range 　whi 薹e　the

weight 　and 　Kaup　index　had　a　trend　of　being　a　little置ow ，　though 　they　were 　with 量n　the　normal 　range ，

　　4）　Regarding 　family　history　of　allergies ，past　histories　of　atopic 　dermatitis　on 　the　mother
，

s　side　were 　observed

at 　a　high　rate ．
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